
定住自立圏構想について

定住自立圏は、定住自立圏構想推進要綱（平成20年12月26日

（総行応第39号）制定）に基づき、形成されます。

資料１









伊賀・山城南・東大和定住自立圏
（略称：伊賀城和定住自立圏）

2015（平成27）年６月24日 中心市宣言（伊賀市）

2016（平成28）年10月４日 協定書締結（伊賀市－笠置町、南山城村）

2018（平成30）年６月25日 協定書の一部を変更する協定書締結

（伊賀市－笠置町）
2019（令和元）年10月８日 協定書締結

（伊賀市―山添村）

３府県を跨ぐ圏域！！！



＜参考＞３県をまたぐ圏域

栃木県・福島県・茨城県

八溝山（やみぞやま）周辺地域定住自立圏



圏域の将来像

連携の基本イメージ

“水と歴史でつながる圏域”
伊賀・山城南・東大和圏域

＜2つの視点＞
◆圏域でつながり、暮らしの安心を支える

医療体制や子育て支援、防災体制、働く場所の確保、地域公共交通体制の構築な
ど、地域で暮らす生活基盤の確保・充実を図り、住み続けたい地域で暮らせる圏域
をめざします。また、新型コロナウイルス感染症などの新たな危機を圏域力を高め
るチャンスと捉え、各事業の取り組みについては、新たな日常、新しい生活様式を
意識したデジタルトランスフォーメーション（ＤＸ） を推進するとともに、持続可
能な開発目標（ＳＤＧｓ）を意識した住み良い圏域をめざします。

◆活発な交流により、賑わいを創出する
伊賀市、笠置町、南山城村及び山添村がもつ地域資源、また地域に暮らす人材の

交流等により、圏域全体で多様な資源の魅力を高め、賑わいの創出をめざします。
特に、幼少期から圏域住民としての一体感を養うための交流を通して、エリアプラ

イド（圏域の誇り・自尊心）の醸成をめざします。



協定項目一覧
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推進体系

伊賀・山城南・東大和定住自立圏

事務局 ： 伊賀市

推進協議会

【構成】連携市町村の長及び副市町村長

【会長】伊賀市長

【副会長】会長が指名（笠置町、南山城村、山添村、名張市）

【役割】 ◆定住自立圏の形成に関する協議・調査に関すること

◆定住自立圏形成協定に関すること

◆定住自立圏共生ビジョンに関すること

◆その他協議会の目的達成のため必要な事項

幹事会

【構 成】連携市町村の広域行政主管担当部局の者

【幹事長】 伊賀市広域行政主管部長

【役 割】◆協議会提案事項等の協議・調査

◆協定内容の検討・調整

◆共生ビジョンの内容の検討・調整

◆協議会への報告

部 会

【構 成】担任事項に関係する市町村の担当部局の職員

【部会長】 伊賀市

【役 割】◆担任事項についての調査研究・立案

◆幹事会への報告

共生ビジョン懇談会

【構成】学識経験者

取組事項に関係する分野の委員

住民代表者 ほか

【会長・副会長】委員による互選

【役割】共生ビジョンの策定・変更に

関することの 協議

事務局：伊賀市

連携・調整
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